
出張!!統計スクール@〇〇中学校

人口から見た
私たちの生きている社会

名古屋市役所総務局統計課
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職業体験 …「仕事のようす」を知る機会

「出張!!統計スクール」…

「社会のようす」を見てみよう
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名古屋市では、どんな産業の会社が多いの？

総務省・経済産業省「令和3年経済センサス-活動調査」

「卸売業､小売業」、

「宿泊業､飲食サービス業」が

全産業の約４０％を占める
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産業大分類別事業所数割合（名古屋市）
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名古屋市は、「卸売業・小売業」、
「宿泊業・飲食・サービス業」が盛ん

「卸売業・小売業」「宿泊業、飲食・サービス業」の割合は、全国、愛知県を上回っている
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産業大分類別事業所数割合（全国、愛知県、名古屋市）

総務省・経済産業省「令和3年経済センサス-活動調査」



名古屋市では、どれくらいの人が働いているの？

人
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産業大分類別従業者数（名古屋市）

総務省・経済産業省「令和3年経済センサス-活動調査」
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全産業の就業者数

1,450,337人
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名古屋市で盛んな「卸売業・小売業」、「宿泊業、飲食・サービス業」では
働く人も多い

330,961人 122,382人
1,450,337人

3,818,542人

57,949,915人

6

産業大分類別従業者数割合（全国、愛知県、名古屋市）

総務省・経済産業省「令和3年経済センサス-活動調査」



名古屋市で働く人は、男性の方が多い？女性の方が多い？

グー

パー

男性

女性
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働いている人は、男性と女性のどちらが多いの？

事業所・企業統計調査より

女性の割合が
増えている

経済センサス活動調査より
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全産業の男女別従業者数（名古屋市）

平成３年 令和３年



日本の人口は、どれくらい？

約１億２,６００万人

総務省「令和2年国勢調査」 9



日本の人口は増加傾向？減少傾向？

グー

パー

増加傾向にある

減少傾向にある
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日本の人口は減り始めている
（昭和40年～令和2年）

人口が
減り始めた！
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人口の推移（全国）

総務省「国勢調査」



日本の子どもの数（0～14歳人口）は、どれくらい？

約１,５００万人

12総務省「令和2年国勢調査」



日本の子どもの数（0～14歳人口）は増加傾向？減少傾向？

グー

パー
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増加傾向にある

減少傾向にある
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日本の子どもの数（0～14歳人口）は減り続けている
（昭和40年～令和2年）

４割以上減少
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年少人口（0～14歳）の推移（全国）

総務省「国勢調査」



日本の高齢者の数（65歳以上人口）は、どれくらい？

約３,６００万人

15総務省「令和2年国勢調査」



日本の高齢者の数（65歳以上人口）は増加傾向？減少傾向？

グー

パー
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増加傾向にある

減少傾向にある



日本の高齢者の数（65歳以上人口）は増え続けている
（昭和40年～平成27年）

50年で
５倍以上に増加

17

高齢者人口（65歳以上）の推移（全国）

総務省「国勢調査」



日本の人口の将来推計

内閣府「令和6年版高齢社会白書」

将来推計

資料：令和2年までは国勢調査（総務省）、令和7年以降は日本の将来推計人口（令和5年推計）の出生中位・死亡中位仮定による
推計結果（国立社会保障・人口問題研究所）
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令和2（2020）年
高齢化率28.6％

約4人に1人が高齢者
令和32（2050）年

高齢化率37.1%
約5人に2人が高齢者

年齢3区分別人口の推移と将来推計人口（全国）



日本の高齢者（65歳以上）だけの世帯は、どれくらい？

約１,３００万世帯

そのうち、高齢者のひとり暮らしは…
約６７０万世帯

19総務省「令和2年国勢調査」



ひとり暮らし高齢者（65歳以上）は増え続けている

40年で
７倍以上に増加
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高齢単身世帯数の推移（全国）

総務省「国勢調査」



ひとり暮らしの世帯は、どれくらい？

約２,１００万世帯

21総務省「令和2年国勢調査」



高齢者に限らず、ひとり暮らしの人が増え続けている

40年で
約3倍に増加
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単独世帯数の推移（全国）

総務省「国勢調査」



晩婚化…結婚する年齢がどんどん遅くなっている

厚生労働省「人口動態統計月報年計（概数）の概況」 23

平均初婚年齢の推移（全国）



非婚化（未婚化）… 一生結婚しない人の割合が増えている

国立社会保障・人口問題研究所「人口統計資料集」、総務省「国勢調査」 24

生涯未婚率の推移（全国）
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働く女性が増えている

女性の労働力状態別生産年齢人口（15～64歳）の割合（全国）

女性 全国（昭和60年，令和2年）

減減増

総務省「国勢調査」



日本で暮らす外国人の数は、どれくらい？

約２４０万人

26総務省「令和2年国勢調査」



日本で暮らす外国人の数は増えている

３5年で
約３．３倍増加

日本人・外国人の別不詳の者を除く。なお、平成27年の日本人・外国人の別不詳の者は106万人、令和2年の日本人・外国人の別不詳の者は220万人である。
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外国人人口の推移（全国）

総務省「国勢調査」



「現状」のまとめ ～人口で見た日本の変化～
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・日本の人口 ・・・ 減っている

・子ども ・・・ 減り続けている

・高齢者 ・・・ 増え続けている

・ ひとり暮らしの人 ・・・ 増えている
（ひとり暮らしの高齢者も増えている）

・ 結婚する年齢 ・・・ 遅くなっている
（晩婚化）

一生結婚しない人の割合 ・・・ 増えている
（非婚化・未婚化）

・ 働く女性の割合 ・・・ 増えている

・ 日本で暮らす外国人 ・・・ 増えている

社会の様子、生活の様子がどんどん変化しているんだね。
みんなのお⽗さんお⺟さん、おじいさんおばあさんの中学生の
頃のようすとは、随分違うはずだよ。
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これらの変化で私たちの暮らしは何か変わっていくのかな

海外に商品やサービスを売ろう！
海外から日本に商品やサービスを買いに来て

もらおう！

たとえば・・・

商品やサービスが売れなくなる

今と同じことが今後も続けられるかどうかを考え、
新たなしくみをつくるなど、工夫する必要がありそうだね。

ならば・・・

人口が減ると・・・

今は家事育児に専念している女性や、元気な
高齢者に、社会でさらに活躍してもらおう！
ロボットができることを増やしていこう！

たとえば・・・

社会の支え手、働き手が減り、足りなくなる

そうならないように・・・

子どもが減ると・・・
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たとえば・・・

日頃から地域の誰もが隣近所で支え合える
まちをつくっていこう！

‘重い荷物が運べない’

‘病気になった時に頼れる人がいない’など
生活に不安を抱える人が増える

まず、自分が暮らす地域に関心をもつことが大事だね。
近所の人とあいさつを交わしたり、地域の活動に参加したり
することも地域を知るきっかけになりそうだね。

ならば・・・

ひとり暮らしの高齢者が増えると・・・

互いに理解に努め、誰もが地域の一員として
安心して暮らせるまちをつくっていこう！

たとえば・・・

文化・生活習慣の違いから誤解が生じたり、

言葉がわからず近所の人と交流できないこと
がある

そうならないように・・・

日本で暮らす外国人が増えると・・・

これらの変化で私たちの暮らしは何か変わっていくのかな
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これらの変化で私たちの暮らしは何か変わっていくのかな

結婚・出産・子育てしやすい環境を整えよう！
たとえば
・ 結婚・出産・子育てにかかる経済的な負担

を減らす

たとえば・・・

さらに子どもが減る

仕事と私生活のバランスがとれるしくみを社会全体でつくって
いくことが必要なんだね。

そうならないように・・・

晩婚化、非婚化（未婚化）がすすむと・・・

働きながら子育てしやすい環境を整えよう！
たとえば
・ 保育園・放課後児童クラブ・病児保育施設

などの施設を利用しやすくする
・ 男性の育児休暇を取得しやすくする
・ 残業時間を減らす
・ 自宅で仕事ができるしくみを整える

ならば・・・

たとえば・・・

出産や子育てをしながら働く人が増える

働く女性が増えると・・・



ならば（または、そうならないように）・・・

しよう︕
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これらの変化で私たちの暮らしは何か変わっていくのかな

【方策】

が 状況が続く(すすむ)と

今後、たとえば と考えられる

【現状把握（スライド28参照）】

【予測】
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私が今、できること

今後も、誰もが安心していきいきと暮らせる社会としていくには、
誰もが社会における役割を、できることから少しずつ分担する必要が
あるようです。

あなたは今、家族 あるいは 地域の中でどんな役割を担えそうですか︖

例 ：家事の一部を自分の仕事として行う、近所の人に会ったらあいさつをする、
外国語や外国の文化を学ぶ

【自分が実践する方策】



○ 今日「出張!!統計スクール」でおこなったことは、
実社会で⾏われている

の練習です。
○ 今日最後に考えた「私が今、できること」は
ぜひ実践してみてください。
○ 職業体験でも、「私が今、できること」は何だろう︖
という視点をもって取り組むと、より多くの気づきが
得られるかもしれません。
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まとめ

④実践する③方策をたてる

①現状を把握する ②今後を予測する



「職業体験」や「出張!!統計スクール」で
感じたこと・考えたことを

みなさんの将来に
役⽴てていただければ幸いです。

ご清聴ありがとうございました。
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